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聖と俗

『ヴィルヘルム • マイス夕一のイ |多業時代』の 

時 間 と 空 間 そ の 1 ——

石 原 あ え か

(序）

「私とは何か，人間とは何か，生の真相とはいかなるものか..，。」

この秘密に魅せられた類稀な魂を持つ少年達がドィツ文学という宇宙にひと 

つの星団を形成している。この個性的な星々の集団は「教養小説(Bildimgs- 

roman)」 と呼ばれている。 しかし個々の星が放つ輝きのまぱゆさ故に，こ 

の星団は出現以来今なお全貌を明らかにしていない。本論は中でも一際明る 

く輝く『ヴィルヘルム，マイス夕一の修業時代(Wilhelm Meisters Lehrjahre, 

1795〜9 6 .以 下 『修業時代』と略す)』を扱うのである力本論に入る前に 

「教養小説」及び'教養小説としてのr修業時代』のいわば '観測史，について 

簡単に触れておきたい。

「教養小説」というジャンルか'成立するまでには理論成立及び用語成立の 

2 段階かあゥた。まず理論的成立としてはプランケンプルク（Friedrich von 

Blanckenburg)の 『小説試論 (Versuch tiber den Roman.1774)』が指摘される。 

彼はこの論文でこれからの小説のあるべき方向として，主人公の内面心理及 

びその人間形成過程(BildungsprozeB) の時間経過に従った描写を提唱して 

いる。 しかし『小説試論』発表前後のドイツ文学界では，『アーガトン物語 

(バ溶ロホ0".1766〜67)』を除けば，該当する作品は皆無であり，この意味でプ 

ランケンブルクは「教養小説」出現以前の理論的提唱者として位置づけられ
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るべきである。り

「教養小説」という語か'初めて登場したのはそれから約3 0年後のことであ 

る。モルケンシュ7*ルン （Karl Morgenstern)か 1803年から 1820年頃に 

かけてドルパト大学で行った3 つの講演に「教養小説」の語が登場してい 

る。2〉注目すべきは，この語が既刊の『修業時代』について用いられたので 

はなく，クリンガー（Friedrich Maximilian Klinger)の一連の作品に对して 

用いられたという享実である。ここでモルゲンシュテルンは教養小説の主人 

公 は 『ゆ業時代』のヴィルヘルムの様な単なる小説の主人公（Romanheld) 

ではなく, 西欧世界が必要としている英雄(Held)であると主張している。3) 

従ってこの時点では「教養小説」は ‘新 • 英雖小説’として把握されていたの 

である。

この全く異なる両者を結び付けて現在の「教養小説」概念の基礎を築いた 

のが，デイル夕イ（Wilhelm Dilthey)である。彼はプランケンプルクがかつ 

て提唱した，主人公の精神的段階的成熟を描く新しい傾向の小説に，モルゲ 

ンシュテルンの造語「教養小説」という呼称を与えたのである。『体験と創 

作 (J}as Erlebnis und die Dichtiing, 1906)』からの以下の弓I用は，教養小説の 

古典的定義とされている。

彼 倩 年 ）は幸福な黎明期に人生に踏み入り，まらの魂と響きあう相 

手を求めて，友情と恋愛に遭遇する。しかし彼は今や世間の過酷な現実 

と闘うことになり，様々の生活体験を経て成熟し，自己を発見し，世界 

に於ける己の使命を自覚することになる。4)

だが一方で「教養小説」という呼称を与えられて以来，「教養小説」の概 

念は常に拡散あるいは解体の危機に晒されることになった。ここでは人間形 

成乃至教養という意味で用いられている，Bildung'力概念規定語としては 

あまりに抽象的かつ多義的であることがその理由である。また時代の変遷に 

伴って，人間形成の意味も単なる個人の成長に留らず，複雑化した社会と個 

人の成長の相互関連に於いて把握されるようになった。この結果，主人公の 

自己形成過程を，B ild u n g 'と呼ぶことへの抵抗から，新しい夕イプの人間开タ
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成を主題とする小説には「発展小説(Entwicklungsroman)」の呼称か用いら 

れるようになった。これに対して「登展小説」 との境界を明確にすること 

で，教養小説の拡散•解体を防ごうと試みたのがゲルハルト（Melitta Ger- 

hard)5)及びシュ夕一ル（KarlLudwigStahl)6)である。シュ夕一ルは更に「教 

育小説(Erziehimgsroman)」との境界区分も試みている。これを契機に「教 

養小説」と類縁関係にあると考えられる種々の小説ジャンルとの比較によっ 

て，「教養小説」を定義する研究が活発に行われるようになった。7) 具体的に 

は秘密結社小説,8〉ピカレスク小説, 9〉演劇小説,I。3 ユートピア小説"〉との比 

較及び分析力《行われている。12)

さて，『修業時代』はディル夕イ以来，常 に 「教養小説」の筆頭に挙げら 

れる代表的作品である。主人公ヴィルヘルムのg 己形成は，教養小説の主人 

公達の中でも極めて個性的なものの一つである。だが同時に彼の独創的な成 

長の歩みは，教養小説の主人公の在るべき姿とはかけ離れたものとしても解 

釈される，という弱点を含むものである。この様な意味での教養小説として 

の 『修業時代』否定説は，1957年にマイ（KurtM ay)によって提起され，以 

後 『修業時代』研究の一系列を成している。13)

その他の『修業時代』に関する研究としては，各小説ジャンルとの比較研 

究の他にも，ゲーテ自身による人間形成理論を適用した作品解釈,14)作品構 

造分析研究, 1S)トポスによる作品解釈,16)作品成立時の時代考察を踏まえた 

作品解釈,17 )ゲーチの叙述技法分析18)ほか多種多様な研究が展開されてい 

る。

『修 業 代 』は，主人公ヴィルヘルム力《故郷を出発してからの旅路を彼の 

g 己形成の場としている。ヴィルヘルムカ侧団一座と渡り泰く様々な現実空 

間は，彼の精神的成長をキG握する上で，これまでも注目され，重要な指標と 

して指摘されてきた。19 )しかしここで忘れてはならないのは，この旅をとり 

わけ独創的なものにしているヴィルヘルムの豊かな想像力である。彼は想像 

力を行使することによって，日常を超えた時空を同時に体験することが可能 

であり，しかもこの非日常的時空の体験は，しばしば現実空間での体験以上
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に彼の精神的成長を促進しているのである。以上の理由から，本論は主人公 

の生活する現実空間に服定することなく，ヴィルヘルムの想像力が及ぶ全て 

の時間軸と空間軸に注目して，ヴィルヘルムの精神的成長を把握し，また 

『修業時代』の解釈を試みようとするものである。

(1 )

教養小説の主人公は必ず旅に出る。この旅行は純真無i后な主人公に様々な 

形で影響を与える。Rl参業時代』をはじめ，多くの教養小説作品はその大部 

分を主人公の旅行に費やしている。以下，同様に旅行者を主人公とする旅行 

小説 (Reiseroman)及び悪漢小説(Pikaroroman)と比較しなから『修業時代』 

の作品時空構造を考察する。

はじめに共に旅行者という性措から旅行小説と教養小説の比較検討をして 

みよう。ま ず 『修業時代』に於けるヴィルヘルムの道程を簡早に概観する。 

彼は表向きは家業の貿易商を継ぐにふさわしい人格を備えるための商用を兼 

ねた旅行に出た。ヴィルヘルムは故鄉，生家を後にし途中からある劇団一 

座に合流し，伯爵の城を経て，旧知の俳優ゼルロの劇団に迪り着いた。しか 

し彼はここで念願の俳優生活に別れを告げ，テレーゼら「塔の結社」に縁あ 

る人々の領地に歩みを進めた。旅行小説と比較すると，この作品の特徴はザ 

イドラー（HerbertSeidler)2のも指摘するように主人公がもはや故郷に戻らな 

いこと，及び彼が出会う人物達は比較的長期間彼と行動を共にすることの2 

点である。この結果，時間の経過と共にヴィルヘルムの周囲には多くの登場 

人物が結集し複雑で多層的な空間を形成していくこととなった。また故郷 

に戻らない，即ち後退しない主人公の歩みは人間性あるいは精神性に於ける 

上昇と前進とを保誰するものとなる。

さて次にもうひとつの旅行者の典型である悪漢小説の主人公と教養小説の 

それとを比較してみよう。2り悪漢小説の代表的存在とH えぱグリンメルスハ 

ウゼン（Grimmelshausen)による1 7 世紀の傑作『ジンプリツイシムスの冒 

険 (Der Abenteuerliche Simplicissimus Teutsch.1667-69)J か挙げられる。悪
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漢小説とは1 6世紀後半スペインで成立した小説ジャンルであり，通常g 伝 

的手法で身寄りの無い放浪者，社会のアウトサイダーである主人公の生活を 

描写している。ヴィルヘルムにしろ悪漢小説の主人公にしろ作品の中心課題 

か'社会環境と主人公の関わりであることは共通している。しかし決定的な相 

違も存在している。悪漢小説の主人公は戦争等外的契機によって本人の意志 

とは無関係に世界に放り出され，俗世で辛苦をなめる。彼にとって世界は腐 

敗の場として悪ぎを余儀なくさせる場所であり，參徳のめる余地はそこに 

はない。彼はアウトサイダーとして抜け目の無さと極悪非道な手段を徹底 

的に駆使して社会に対抗する主人公である。彼の一生は社会との闘争であ 

り，道徳的教育 及̂び人間的成熟は認められない。小説の時間は単純な直線構 

成であり，享件は年代順に果てしなく語られる。ジンプリツィシムスは一度 

はキリスト教に帰依し隠者として無人島に籠もった。しかし彼は何の禱躇い 

もなく聖者の生活を放棄して再び恪世に回帰した。これが可能なのはひとえ 

にこの悪漢小説の持つ直線的平面的構造による。

一方教養小説の主人公は試行錯誤を繰り退しつつも生産的活動を通じて自 

己発見，社会活動への参加に到る。彼にとっての社会は悪徳•誘惑はあるも 

のの根本的にはま己発現の場であり, 社会的活動の可能性を提供してくれる 

世界である。主人公が仮に過ちを犯したとしても，彼の社会規範に对する基 

本的義務感は一貫したものであり，それ故回り道を経ても結局は正道へと立 

ち退ることが出来る。教養小説の主人公は時間を複雑で多層なものとして把 

握しまたこれをある意味で内側から体験する。Hい換えれば悪漢がいつも 

変わらず愚かな冒険を続行するのに対して，教養小説の主人公はま己意識の 

交替と成長の内に生きているのである。

旅行者を主人公とする2 つの小説ジャンルとの比較から，教養小説の指標 

として時空間の複雑性乃至多様性をまず指摘することが出来る。『修業時代』 

に於けるこの意味での複雑性と多様性を考える場合，ヴィルヘルムの外界を 

形成する社会の多様性及びヴィルヘルムの内の時間の複雑性がまず考えられ 

ねばならない。前者即ち社会の多様性に関して注目されるのは前述の様に主
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人公に同伴する副登場人物達との関係であり，即ち主人公の踏破する様々な 

社会との関わりの構造である。2 特に主人公と接触する女性の登場人物達は 

皆異なる社会あるいは精神段階を代表する者とされていて，マリアーネを底 

辺に，頂点をナ夕ーリエとしてヴィルヘルムの精神段階の上昇過程が明瞭に 

提示されていく。23) 加えて，発表当時から既に指摘されている通り，デモ一 

ニツシュでもありかつまたアウトサイダーでもあるミニヨンと堅琴弾きとい 

う2 つの存在は，詩の化身として散文作品の内にある独自の詩圏を創造して 

いる。24)だが主人公外部の多様性をここで決定づけるのは何よりもゲーテが 

『演劇的使命』か ら 『修業時代』の改作に際して導入した「未知の人(Unbe- 

kannte)」25)の存在である。この未知の人とはやがて判明するように「塔の結 

社」力、らの使者に他ならないのであるが，いずれも名や特徴は明らかにされ 

ず，主人公の前に忽態と姿を現しては謎めいた対話を繰り広げ，またいずこ 

ともなく消え去るという不思議な存在として出現する。このヴィルヘルムの 

前にだけ出現する使者，それはオデュツセウスを助け導く女神アテナを，さ 

らにはギリシア古来の手法「機械仕掛けの神（Deus ex machina)」26)を連想 

させるものである。彼らの存在はヴィルヘルムを取り巻く生活空間の多様性 

に留らず，その生活空間とは異質の空間もしくは高位の世界の存在を充分に 

既に予感させる。では何故ヴィルヘルムだけに使者は訪れたのか。

この問題を解く鍵はヴィルヘルム自身に内往するもうひとつの複雑性，つ 

まり独自の時間体験の構造にある。女優マリアーネとの恋の痛手から回復し 

たヴィルヘルムはかねてから計画されていた適り商人としての見聞旅行に出 

る。これがヴィルヘルムの永久に帰還しない旅の始まりであった。

ヴィルヘルムは漠谷や山をすこぶる良い気分でゆっくり通り抜けて 

いった。そびえ立つ厳，せせらぐ小川，答むした岸壁，深い谷底などを 

彼は初めて目のあたりにしたのだった，しかしまた彼は遠い昔の子供時 

代の夢の中で既にこんな風景の中をさすらっていたのだが。[ . . . ] ヴィ 

ルヘルムは自サの眼前に広がる世界を，過去のあらゆる姿を以て活かし 

た。そして未来に向かって踏み出す一歩一歩力《重要な行動と注目すべき 

享件の予感に満ちているように彼には思えた。（S. 87)
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この旅の始まりの構造は作品解釈上重要な要素を既に提示しているものと 

言えよう。遠い昔の少年の日の夢に浸りつつ，未来へと進む馬上の若きヴィ 

ルヘルム。注目すべきは彼は目のあたりにする务しい自然の情景をありのま 

まに見たのではなく，過去のあらゆる表象を以ていきいきとしたものにこれ 

を变えていったということである。彼は静的な風景である自悠の背後に既に 

時間の多層性つまり過去，現在，未来の連続的重層性を明瞭に見据えてい 

すこ。"、この様にヴィルヘルムに特徴的な同時的多層的時間可視は至る所に見 

受けられる。

例えば退屈して睡魔に襲われているマリアーネに気づくこと無く，長長と 

人形劇に寄せた少年の日の情熱を物語った第1 卷 3 享から8 享まで全6 享に 

も及ぶヴィルヘルムの大告白がある。ここで注目しなければならないのは 

ヴィルヘルムが饒舌であればあるほど彼は「過去」のなかへと自らのめり达 

んでいくのだが，これはテクストから読み取れるように，実 は 「過去」を 

「現在」へと引き寄せ，そこに過去を再現させて，これを現在に重ね合わせ 

ているのである。つまり「現在」と同じように「過去」をも彼は同時に生き 

ることが出来るということである。言い換えれば過去は潜在的には，即ち可 

能態的には，現在と継続して現在と共にあり，その実現化は常に可能なもの 

としてあるのである。これは夢と現と呼んでも差し支えないものだが，無論 

通常の意味に於いてではなく，夢は現に転イヒし現は夢に移行するのであっ 

て，両者は互いに支えあう構造になっているのである。こうした状況を私達 

はここで「夢見ること」と規定することにする。夢とはそもそも日常的現実 

的な思考や表象を規定する枠組みの解体であるから，時聞の重層性を保誰す 

るものとなると同時に，想起ないし想像に本来の場を与えて，彼らの飛翔へ 

と導くことになるのである。この様な関連における想起とはもはや過去の享 

柄を単に想い起こすことと考えてはならないのは明らかである。「想起 

(Erinnerung)Jとは過去を現在へと媒介することにより，過去を超え，現在 

をも超克て，時間の流れの本源にあるものを「今ここに回復すること」を意 

味している。ヴィルヘルムに於ける自己形成の出発点はまさにこの様な
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「今」に置かれているのである。

従来ヴィルヘルムの演劇熱とそれに関わる夢想瘾の傾向とは彼の成長に於 

ける杳定的要素と見なされてきた。2め従ってヴィルヘルムは彼の夢想を克服 

してこそ，初めて自己完成へと導かれることが可能となると考えられてき 

た。だが一見極端ともHえるようなヴィルヘルムの夢想癒こそ実は彼の自己 

开タ成に決定的に効果的な作用を及ぼしているのではないか。夢見る存在ヴィ 

ルヘルムは，現実に生きながら現実を超えるものにしっかりと触れているの 

である。ここにこそヴィルヘルムのま己形成の核心を見なければならないと 

考える。

(2)
「夢見ること」でヴィルヘルムは日常的現実の束縛を解いた。彼にとって 

の時間はもはや過去から現在へ，現在から未来へと亦可逆的に務行する直線 

的な流れではない。ヴィルヘルムはあらゆる時間を自由自在に「今」に弓Iき 

寄せて体験する動的な視点を持っている。その一方で彼は，時間を超えた本 

源的現象を見据えており，それから離れることがない。言い換えれば自らの 

内に不動の固定点を持っている。従ってヴィルヘルムは想像力行使の際，常 

にこの固定点に回帰することを余儀なくされる。つまりヴィルヘルムはあら 

ゆる場所，あらゆる時間に於いて根源的なものを想起し易い状態にある。

ヴィルヘルムの想像及び想起の場面に於いて登場するのは，夕ッソーの叙 

享 詩 『解放されたエルサレム』のヒロイン，クロリンデ王女，悲劇詩の 

ミューズ，メルポメネ，戦と学芸を司る女神アテナ，そして絵画『病気の王 

子』29，のストラトニケ王妃といった女性像である。彼女達は一見すると無作 

為に抽出された女'性像の集合体に見える力ぶ，本質的には同一の者を示してい 

る0 ヘルムアプロディ一テ（Hermaphrodite),go;これが彼女達の本姿であり， 

また時空を超えた根源的なものの姿である。

マリアーネを前にした演劇熱告白の場面で，ヴィルヘルムはクロリンデを 

最愛の登場人物として紹介した上で彼女の魅力を次のように説明している。
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中でもクロリンデの一挙一動か'僕の心を捉えて離さなかった。彼女 

の女'性としての男らしさ，落ち着きに溢れた存在は，アルミダの造られ 

た魅力よりも，尤も僕は彼女の庭園を軽んじはしなかったけれど，僕の 

成長しはじめた精神にはるかに多くの影響を与えた。（S. 26 f.)

異教徒の王女クロリンデは男装の麗人，まさに中性的外見を持つ存在とし 

て登場する。一方，ヘルムアブロディ 一T の本質的特徴とは，男神ヘルメス 

と女神アプロディ一チという語の成り立ちカ际す様に，性別の並存，より精 

確に言えば性別の癒着合成の状態である。ヴィルヘルムがここに述べた「女 

性としての男らしさ（die Mannweiblichkeit)Jと f"落ち着きにf益れた存在 

(die ruhige Fiille ihres Daseins)」は男装という外見に留らない，男女両性 

具有者の基本的特質である性的な充足性とその自足性を示唆しているのであ 

る。また男女両性具有とは对立的存在の合致の表現形式でもある。第 3 巻で 

は伯爵の城で上演される御前劇の登場人物アテナに付与される性格をめぐっ 

て，伯爵とヴィルヘルムカ識論するくだりがある。アテナはゼウスの頭から 

鐘を身につけて誕生した男装の女神であると共に，戦と芸術という男性的 

なものと女性的なものを同に司る神である。

「ところで」と伯爵はヴィルヘルムの方を向いて言'った，「問題は，君 

がどちらの女神を考えているかだ。ミネルヴァそれともパラス？戦の 

女神それとも学芸の女神かね？」これに対してヴィルヘルムは答えた。 

「それにつきましては，どちらとも決めつけないでおくのが一番よろし 

いのでは。第一，神話でも二重の人格を持たされているのですから，こ 

こでも二重の性格のまま登場させてはいかがでしよう。」（S . 171)

男女両性具有とは背反の一致(coincidentiaoppositorum)を不している。そ 

れは完璧性の象徴であり，g 律性，力，全体性の表現である。癒着合成した 

両性を分断しレ、ずれか一方のみを選択するという伯爵の提案は，実はアチ 

ナの神性及び完璧性を損なう行為であり，これは回避されなければならな 

い。両性具有とは神聖なもののひと0 の属性であって，この特質を女性的な 

神に付与することは何等矛盾することではない。両性具有の女神つまりへル 

ムアプロディ一チとはその女神の絶对性を保i正するものだからである。
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優れた女神はその女性的特質を喪失すること無く，男女両性を保持するこ 

とが出来る。クロリンデについて語り終えたヴィルヘルムが引き続いて自作 

詩に描いた悲劇詩のミューズ，メルポメネを想起したのは，この関連に於い 

て，自然なことと言える。

一方，悲劇の女神はなんと違っていたたろう！僕の悩める心に，彼 

女はどんな風に映ったか！姿形もその所作もまこと自由の娘にふさわ 

しい堂々としたものだった。自負の念力す彼女に高慢なところのない威厳 

を添えていた。（S. 32)

テクストから読み取れるように，メルポメネには人間の激情や情念を超え 

た，品位と優まに於いて何一つ欠けるところのない完全さと充足力巧益れてい 

る。彼女もまたアテナ同様，時間を超えて軽やかに存在する神々の特性であ 

る 「自足（Selbstgenugsamkeit)」3" を備えているのである。この様にメルポ 

メネカ網という絶対的存在である以上，その属性としての両性具有の保持は 

自明である。更に注目すべきはヴィルヘルムのミューズに関する次の筒所で 

ある。

老婆（注 ：ここでは商業の女神）は，ピン一本でも拾いあげる女にふ 

さわしいロをきくし，対するミューズは，王国を与える女1'生にふさわし 

い話し方をする。（S.32f.)

詩の女神は王国贈与も辞さない態度をとり，投げ出されたヴィルヘルムの 

裸身を黄金色のヴエールで包む。王国贈与の約束とは，神の力の誇示(Krato- 

phanie)の比喻であるが，同時にこの約束はヴィルヘルムにいま一人の高貴 

な女性を想い起こさせるのである。即ち本当に王国を贈与した女性,セレウ 

コス1 世の后ストラトニケである。彼女の「病気の王子」アンティオコスへ 

の降嫁は王子の快癒を促すと共に，王国譲渡を約束するものであった。静か 

なi真みを持って王子に歩み寄るi t しい同情に富*んた王妃(die schone, teilneh- 

mende Prinzessin mit stiller Bescheidenheit S. 235)は神々の静けさ32)をたた 

えつつ，力を顕現する女神の姿でもあったのである。

ヴィルヘルムか'想起した4 人の女性像は想像力によってその都度姿を変え
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た33〉ヘルムアプロディ一テの分身であった。彼はま分の中にあるこの爱遍的 

根源的存在を外界，即ち実在する女性の中に求めていく。同時にこの行為は 

ヴィルヘルムが内に所持する複雑な時空間の固定点を現実社会の中でも見い 

だすこと，つまり内と外に共通する世界そのものの中心点の模索でもある。

だがヴィルヘルムの内的固定点所持は彼の最大の長所であり，同時にある 

意味で避け難い弱点を意味するかもしれない。登場人物の中ではアウレーリ 

エが彼の特質を見抜いて端的に表現している。

「あなたの中には詩と調和的に接触することによって刺激され，展開 

される全世界の予感があるように見えますの。というのは，本当に」と 

彼女は続けた，「あなたの中には外からは何も入らないんですから。私 

はあなたみたいにg 分と一緒に住んでいる人，ここまで根本から誤解し 

ている方を見たことがありません。」（S .257)

アウレーリエカす表現したように，ヴィルヘルムは自らの内に「全世界の予 

感」即ち大宇宙の模型を保持している。従って彼は「世界の先取りJ あるい 

は 「予見」3のの能力を持っている。だがその一方で，ヴィルヘルムはぎ物を 

外界から吸収することが出来ないため，独力で自分自身を外界に拡大する以 

外に自己形成手段を持たない。アウレーリエに「天地創造の最初に生まれた 

大きな子供（das erste, groBgeborne Kind der Schopfung S. 257)」 とまで評 

されるヴィルヘルムは試行錯誤を繰り返しながら，徐々に外界に目を開いて 

いく。以下，彼の現実世界に於ける中心点，即ち実在するヘルムアプロ 

ディ一テ探求の歩みを考察する。

ヴィルヘルムの初恋の女性マリアーネは，熱狂的な観客である主人公の前 

に，脚光を浴びて，軍服姿で登場した。精神の目を内から外へと向け始めた 

ぱかりのヴィルヘルムがヘルムアプロディ一テの単純明解な外見的特徴であ 

る 「男装」のこの女性を「愛らしい女神（einelieblicheG ottheitS. 33)」 と 

見なしたのはうなづけることである。だが当然のことながら，真の恋愛感情 

というよりは，むしろ夕k i*の類似性を想像力で補償することによって成立し 

た幸福な状態はパトロン，ノルベルクの登場という現実に直面して，一瞬に

— 135 —



して崩壊したのだった。

故郷を後にしたヴイルヘルムが最初に出会うのが常に純粋で軽やかなフイ 

リーネである。彼女の行動には持続性及び'連続性は認められない。彼女は時 

間を信頼せず，日常的現実を瞬間という点の集合体として認識している。 

フイリーネは本能的に，時間の中に不動の点を持たない人間の優さ，脆さを 

知っている。だが彼女はこの人間存在の危うさを恐れること無く，快く受け 

入れ，各瞬間を最大限に享受しようとする。35》こうした瞬間を極限まで生き 

抜く態度に彼女の本領である感覚的官能性，即ち彼女が「本当のエヴァ（die 

wahre Eva)」， | 女す生の兀ネ丑（die stammmutter des weiblichen ôreschlechts S, 

100)」たる所以がある。確かにフイリーネは「単•に女性的なもの（Nur- 

weibliche)」36)の枠を超えることはない。しかし彼女の魂の健全さは，聖な 

る者の持つ内的至福，永遠の快活さに連なるものである。また所有物を惜し 

みなく分け与える彼女の気前の良さも，神々の豊かさ，その力の誇示を連想 

させる。以上からギリシア語の動詞「愛する((pi?iew)」を名に持つフイリー 

ネ は ，ヘルムアブロデイトスの母である愛の女神アプロデイ一テの系譜 

に連なる存在であり，またその意味でヘルムアブロデイ一テの前段階的存 

在であると言える。

フイリーネとほぽ同9̂ 期にヴイルヘルムと出会い，彼を魅了したの力《少年 

の姿をした少女（Knaben-mSddien)38)のミニヨンであつた。ミニヨンは実の 

兄妹の近親相毫から生まれた子供である。近親相蟲は，堅琴强きアウグス 

テイン力す自ら指摘したように,39】ゼウスとヘラをはじめとする人類太古の神 

話に広く認められる。またそれはほとんどの植物がとる雌雄同採というg 然 

な形態である。こうした原初的神話的婚姻から生まれたミニヨンはまさにそ 

の出生からして神性を有している。またミニヨンの存在は外見的兩性具有に 

留らない。彼女は本質的にも過去と現在が融合した未分イヒの状態にある。 

ミニヨンは聖母マリアを拠り所即ち内的固定点として現在に生きながら，一 

切の過去を秘匿する身である。4の聖母マリアとの誓約ゆえに彼女が自分の素 

性 • 歴史を語ることはない。この意味でミニヨンは静止した過去を抱いて生

— 136 —



きる存在，即ち死と生の融合状態にある。

さて，ここで私達は両性具有神ヘルムアブロディトスの対照的存在である 

若い両性具有の神々の物語を考慮する必要がある。ヘルムアプロディトスは 

泉の精サルマキスとの抱擁によって両性を兼ねる自己充足性を獲得した。そ 

の一方には，泉に写った自分の姿に焦がれ死んだ美少年ナルキッソスがい 

る。またヒユアキントスとしばしば混同され，アポロンの愛し子であったと 

される美少年ヒュメナイオスには，自分の婚ネしの時，花嫁の部屋で死んだと 

いうB い伝えがある。ヒユメナイオスという名は婚礼歌のリフレーンである 

ヒュメーンに因むものであると共に，少女達の処女性，転義的には「花」を 

意味している。4" そしてナルシス，ヒユアキントス，ヒユメナイオスといっ 

た可憐な花に結び付けられる若き両性具有の存在は，成熟によって落命する 

という悲劇的な最期を遂げているのである。雌雄同株から咲く百合もしくは 

「1^しい希望を抱かせるぎい果実（Friichte, die, am Zweige hangend, uns 

noch lange die schonste Hoffnung geben S. 542)」に比せられるミ ニヨンが 

これら悲劇的な両性具有の神々と同じ運命を迎ることは明かである。ナル 

キッソス同様，ミニヨンもまた彼女との共通点である「内的固定点を持つ希 

有な存在」ヴィルヘルムに恋い焦がれる。しかも彼女は進んでヴィルヘルム 

と同じ姿，同じ服装をすることを願う。42)だが，彼女の憧れが異性への恋慕 

に変わり，また身体的にも成熟する時，ミニヨンは破減せざるを得ない。ミ 

ニヨンは分化不可能な原初的自然存在なのであって，彼女に成熟した女性の 

服装をさせること，つまり融合状態の両性の分断，選別を迫ることは彼女に 

とって致死行為となるのである。この結果ミニヨンは若いヘルムアプロ 

ディ一テの宿命を負い，夭折後は， 仙にその身を変えたナルキッソスの如 

く，白百合に象徴される純粋無: な天上の両性具有存在，天使に変容したの 

であった。

では成熟したヘルムアプロディ一テは実在するのか。折しもアテナの議論 

に熱中するヴィルヘルムの前に，美しい伯爵夫人が登場する。豪奢な衣装に 

身を包み，あらゆる宝飾品をあしらった雅やかなその姿はヴィルヘルムを圧
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倒する。彼は密かに政く。

ミネルヴァが鐘傲を身につけてゼウスの頭から飛び出したのなら，こ 

の女神はその身をすっかり飾って，何かの花の中から軽やかな足どりで 

出てきたに違いない。（S . 199)

伯爵夫人の難姿は女神アテナに比肩する莊厳さを備えていた。しかし伯爵 

夫人の品格及び優雅さは，聖なる者の内的至福の反照ではなく，外的虚飾に 

由来するものであった。43) それ故，ヴィルヘルムとの別れ際の抱擁によって 

彼女はいとも容易く崩壊したのである。だが虚像とはいえ，アテナに比肩す 

る女す生の発見は，真のヘルムアブロディ一テの実在を確信させるに足るもの 

であった。

ヴィルヘルム力《接触する女性達は，従来ヴィルヘルムが最終的に選択する 

ナ夕ーリエまでの継時的メ夕モルフォーゼとして解釈される傾向にある。 

この場合ヴィルヘルムの精神的成長は，彼女達の所属する精神段階によって 

測定される。だが，むしろヴィルヘルムの成長は，彼力す外界に於いて普遍的 

なものを判断するための精神的な視力の度合いによって測定されるべきであ 

ろう。旣に述べたように，ヴィルヘルムは当初から普遍的なものを予見する 

能力を所持している。彼はヘルムアプロディ一チを当初から予見しているの 

である。この完全なる女神を実世界で発見する過程，即ち内界と外界との相 

互作用による精神的視野の拡大にこそ，ヴィルヘルムの精神的成長の軌跡が 

認められるのである。

(3)

伯爵の城を去り，新たな興行先を求めて旅する劇団一行は物語に出てくる 

ような森の空き地で休息をとることになる。荒涼とした森の中に突悠広が，る 

麗しい場所の設定は西洋古典文学以来のトポスである「悦楽境(locusamoe- 

n u s )Jの最善の形式，「場所の中の場所（locus ille locorum)」に他ならな 

い。45>この理想的空間にあって，彼が想像力を全開させたのは言うまでもな

レ0
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ヴィルヘルムはこれまでにない満足感を味わった。彼はこの場所を 

流浪の民の仮の宿とし，自分はその頭であると想定した。そしてすっか 

りその気になって，皆と会話を交え，この瞬間の幻想を可能な限り詩的 

に盛り上げた。（S. 223)

ここでヴィルヘルムは独自の内的同時的多層時間の中へ進んで格行すると 

ともに，外的にもまた多重的空間領域に踏み込むことになる。つまり物語乃 

至叙享的作品にしばしぱ卞可欠な盗賊団力す現実にこの場に現れる。応戦した 

ヴィルヘルムは深手を負って倒れる。この空間では間もまた過去と「今」 

即ち現在とが重複し融合している。この時この空間に登場したのが，白馬 

を駆る美しい男装の女性である。

白馬を駆る男装の女性はヴィルヘルムの理想の女性像のひとつ，クロリン 

デ王女の姿と寸分S iわぬものである。にもかかわらず彼はこの女性をはじめ 

か ら 「女武者(Amazone)」と呼んだ。このことはヴィルヘルムが瞬時に，彼 

女を自ら顕れた，しかも世恪のものと異質の存在，即 ち 「他者」として認識 

していることを意味すると考えて良い。更にヴィルヘルムは，まだ彼女と言 

葉も交わさぬうちに，一瞬にして，女武者に r最も高貴で愛すべきもの」46) 

を感知する。彼女の前では真のエヴァと呼ばれたフィリーネですら色あせた 

のである。ヴィルヘルムは彼女の内から発する輝きを感じとり，そ の 「高貴 

なる本性（dieedleNatur)」を予感しないではいない。この直後，ヴィルへ 

ルムの予感は的中する。

いままで彼女（=Amazone) の抬癒力のある眼差しを浴びていたヴィ 

ルヘルムは外套力す取り去られた今，彼女の卷しい姿に驚かされた。彼女 

は歩み寄って，その外套をふわりとヴィルヘルムに打ち掛けた。彼がロ 

を開き，御礼の言葉を述べようとした正にその瞬間，目の前の彼女の生 

き生きとした印象が，始ど意識を失いかけていたヴィルヘルムに不思議 

な作用を及ぼした。突然彼は彼女の頭が光に包まれ，更にその全身に燥 

想と輝く光が波及するのを見た。（S .228)

女武者は外套を彼に打ち掛けるという行為によって，隠されていたその本 

姿を鮮わにしたのである。彼女の姿からは光力嘯れ出す。光の流出とは，こ
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こで三美神47〉のひとり r卷」の女神によって表現されるところの，世界を 

存在せしめる第一原因といえる本源的「流出」と同質なのである。この場面 

に於いて，光 は 「卷」の本質，あたかも放射線のように神から発する神的な 

性質を象徴しているものである。そして光力汝武者のうちから自ずから溢れ 

出てきたというこのことは，彼 女が「一にして全なる至高の存在」，つまり 

神的な存在であることを何よりも証明する。ヴィルヘルムが瞬間的に感知し 

た女武者の美しさ及び高貴さとは，まさしく神性なる者の完全性，自己充足 

性，永遠の至福に由来するものに他ならない。女武者登場とは，聖なるもの 

がまらを顕した行為，即 ち 「神的なるものの顕現(Epiphanie)」48)に他ならな 

かった。

さて女武者のI Iしい面輪とその気品ある立ち居振る舞いは，ヴィルヘルム 

にとって彼の理想像であるヘルムアブロデイ一テの再現であるとして，それ 

はどのような意味に於いてなのであろう力、。

ヴィルヘルムはあのきしい女武者が馬を駆って茂みから現れるとこ 

ろを見た。彼女は彼に近づき，馬から降り，歩き回って彼を気遣った。 

彼は彼女が纏っていた外套か'その肩から滑り落ちるところを見た。彼女 

の顏そして身体もまた光輝きながら消えていくのを見た。彼の幼年時代 

の全ての夢がこの姿と結びついた。彼は今，あの高貴で?裏々しいクロリ 

ンデを目のあたりにした気がした。彼は再びあの病気の王子を，そして 

そのに静かにつつましやかに承み寄る，あの卷しく慈悲深い王妃の 

姿を思い浮かべた。（S .235)

まず注目すべきは，女武者か',クロリンデやストラトニケといった全ての 

女性の理想像を一身に統合している存在「全ての姿の中の姿（diese Gestalt 

allerGestaltenS.445)」 として彼に自覚されたということである。このこと 

はヴィルヘルムによって過去，現在•未来を貫く時間軸の原点に位置しなが 

ら，様々な現在の状況変イヒに従い，様々な形姿のもとに想起され，意識化さ 

れてきた根源存在が根源の存狂というそれg 体へと今立ち返った开タで現実的 

外的世界の直中で自ずから実現イヒするに至っているということである。これ
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によって外的世界と想起の場としての内的世界とは統一の方向へと転換を遂 

げるのだが，ヴィルヘルムが果たしているのはこの両世界の媒介として，接 

点としての働きであると考えて良いのであって，またそこに彼の今後の形成 

の庚み（Progress)の行方も暗不されている。

さて女武者は顕現(Epiphanie)の法則に則り，負傷した主人公に「救いの 

手」を差し伸べた。この救済行為の一環として彼女はr外套譲与（Manteレ 

ubergabe)Jを行ったのである力す，この行為は同時にもうひとつの象徴的意味 

を持っていると考えられる。女武者を隠していた外套は，享胸の真の妻を隱 

蔽あるいは歪曲する障害物としての想像あるいは表象の，主体の窓意性と偶 

热性の比喻である。そしてヴィルヘルムが外套譲与の結果，女武者の真の姿 

を目の当たりにしたということは，彼力s'彼女の真理の必總性を見極める一瞬 

を得たということ，彼がまさに神性なるものの本姿を「発 見 （Entdecken)」 

したことを意味する。そしてヴィルヘルムの「発見」とは下に引用したゲー 

テ自身の「発見」の観念に少なからず合致するものである。

私達カ墙い意味で発明，発見と呼んでいるものは，全てひとつの独創 

的な真理感情の顕著な実践であり，また発動である。以前から既に涵養 

されていた真理感情が，思いがけなく稲妻のような速さで豊かな認識へ 

と導くのである。それは内から発し，夕界に即して発展する一種の開示 

であって，この開示は人間に人間カタ申に似ていることを予感させる。そ 

れは世界と精神の統合であり，存在の永遠の調和について至福の保IEを 

与えるものである。49)

だがヴィルヘルムはこの至福の瞬間を経験したものの，女武者が発する光 

に耐えられずに卒倒する。このことはヴィルヘルムが'聖なる「II」 もしくは 

「絶対き(pulcritudo)」の流出を受けとめて（「美の追求(amor)」)，また享受に 

よりこれに応える（「享受（volptas)」）という，三ま神に象徴されるきの調和 

的循環を担う段階までには，まだ成長していないことを示している。

意識を取り戻したヴィルヘルムは，いまや以前とは異なり，鮮明に女武者 

の姿を想起することが出来る。以後この女武者の姿はヴィルヘルムが岐路に
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立っ毎に彼の脳裏にI t り，彼の内面的世界の中心座標として機能してい 

く o5。，ところ力すヴイルヘルムは外界に女武者の実在を確認することが出来な 

い。博識の牧師に訊ねても女武者の一行の避難先はおろかその素性さえ，地 

図及び'系図享典のいずれにも見いだすことは出来なかった。頼みの綱のS 琴 

弾きの追跡も水泡に帰してしまった。5り
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3 7 ) フィリーネの名前についてはアリストパネスの『雲』で女性的なものの代表と 

して挙げられている同名の遊女との関連が指摘されている。パウムガルトは，こ 

の 「官能性(Erotik)」 と r演技(Mimik)」の古典的関連に注目し，フィリーネの 

ネ質は，じnwandelbarkeit des Weiblichen in der unendlichen Verwandlungs- 
fahigkeit des Mimischen (S. 1 0 9 ) 'であると述べている（Vgl. Wolfgang  

Baumgart: Philine. 19o7. In: H. Meller u. H. J. Zimmermann (Hg.): Lebende 

Antike. Symposion fiir R.Siihnel. Berlin. S. 95—110.)。またシングスはフイリー 

ネの恋愛にケーチのSpinoza-Stud ienか反映されていると指摘する（Hans- 
Jiirgen Schings: Goethes Wilhelm M eister und Spinosa. 1988. S. 64. In: W. 
Wittkowski (Hg.): Verantwortung und Utopie. Zur L iter atm  der Uoethezeit. Ein 

Symposium. Tubingen 1988. S. 5 フー66.)。例えぱフィリーネの発盲「禾があな 

たを愛しているとしても，あなたには関係ないじゃないの（,,und wenn ich dich
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liebe, was geht’s dich an?" S. 235)」は 『エチカ(Ethica)』にある「神を愛する 

者は，神に愛されることを欲してはならない（Qui Deum amat, conari non 

potest, ut Deus ipsum contra a m e t.)Jというスピノザの言葉をふまえていると 

いう。この様なフィリーネの相手に依存しない恋愛の安勢は，同時にフィリー 

ネという存在自律の自律性，自己充足性を明示するものである。

38) Knaben-mSdchenのモチーフは，ミニヨンを起点として『ファウスト第二部』 

のホムンクルス，童形の御者，オイフォリオーン等に発展する。いずれも動的 

な 「形成（Werden)」の途上にありなから，同 時 に 「静止したI I しさ（ruhende 

Sch5nheit ニ Sein)」 という，二律背反した要素を一身に引き受ける存在として 

後期ゲーテの作品中，重要な象徴的存在として機能している。Vgl. Wilhelm  

iimrich: Svmbolinterpretation und Mythenjorschung. MdghchReiten una Grenzen 

eines neuen Goethesverstdndnisses, In: Protest und VerheiBung. Frankfurt a. M. / 
Bonn 1960. S. 67—94, besonders S. 71 ff.

39) S. 582 ff.
4 0 ) ミニヨンの名はヴィルヘルムの幼少時の熱愛の财象マリオネットを連想させ， 

同時に聖母マリア及び彼のかつての恋人マリアーネとも結びついている（Vgl. 
H. Ammerlahn, Mignon [Anm. 24].)。 ミニヨンかマリアーネの形見の品々を 

譲り受けていることはマリアーネの後継者的存在を暗示すると共に，ミニヨン 

が死者の世界と親しいことをも示している。これに反して彼女が r朱知の人」 

が残したスカーフをヴィルヘルムに返却するのは，静止した過去の内面世界に 

住むミニヨンが「未知の人」即ち未来の要素を受容できないことを象徴してい 

る。

4 1 ) K . ケレーニイ/植田兼義訳『ギリシアの神話神々の時代』中公文庫1985 ,S. 
2 1 4 .ナルキッソスに関してはヴィルヘルムの精神的側面に注目した0hrgaard 

はヴィルヘルムの成長をナルシズムからの快癒の過程として解釈している（Per 
0hrffaard: Die Genesung des JSjarassus. Eine Stuaie zu Wilnelm Mesiters Lehr

jahre. Kopenhagen 1978.)o
42) S . 116 f.
4 3 ) 第 6 巻 『美しき魂の告白』では幼少の頃から伯爵夫人の装飾に对する関心がひ 

とかたならぬものであったことが述べられている。S. 418.

44) Vgl. Anm. 23.
4 5 ) ヴィルヘルム達か'休憩をとった場所は，麗しい日陰のある寸景，御木，草地 , 

泉という「悦楽境」の条件を完全に満たしている。R ,クルティウス/南大路振 

一 他 訳 『ヨーロッパ文学とラテン中世』みすず* 房 1 9 7 1 ,第 1 0 享 6 節 「理想 

的景観」S. 2 8 1 f f .参照。

46) ,Er (= Wilhelm) glauDte me etwas Edieres noch Lieoenswurdigeres eesehen zu
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haben/ S. 227.

47) Vgl. Faust. V. 5299 ff. Hamburger Ausgabe Bd. 3. S. 165.ここでゲーテは美を 

r与 え 丄 「受 け 丄 r退す」 という絶対的美の循環を三美神（dieGrazien) の姿に 

よって明らかにしている。

48) Epiphanie: Theophanieと同義語で，神的なものの地上に於ける出現を意味す 

る。Hierophanieが象徴的秘儀として継続的に経験されるのに对して，Epipha- 
n ie は一目限りの経験であることが特徴である。この場面のEpiphanieとして 

の指摘；Staiger, Goethe (Anm. 20), S ' 166.; Hans-Jurgen Schings: Wilhelm 

Meisters schdne Amazone. 1982- 84, S. 197. In: Jb. der Deutschen Schiller- 
gesellschaft 29. S. 1 4 1 - 2 0 6 .他。

49) Wilhelm Meisters Wanderjahre. Hamburger Ausgabe. Bd. 8. S. 302.

5 0 ) 例えぱゼルロの劇団入団承諾の際（S. M 3 ) ,テレーゼ訪問即ち「塔の結社」へ 

の加担決心(S. 4 3 9 )といったヴィルヘルムの転機的場面に女武者の姿力《想起さ 

れている。

5 1 ) S . 138 f.

(慶應義塾大学大学院博士課程在学中I 日本学術振興会特別研究員）

148



"Das Heilige und das Weltliche"
— Die Zeit und der Raum in Goethes 

Wilhelm Meisters Lehrjahre  —

Aeka Ishihara

(1)

Fiir Goethes W erk "W ilhelm  M eisters Lehrjahre  (1795-96)" be- 
zeichnend ist die Tatsache, dafi der Raum und die Zeit in diesem 
Roman nicht einfach und eindeutig, sondern vielschichtig gestaltet 
sind. Was die Zeit betrifft, ist die Vergangenheit keine bloB ver- 
flossene Zeit, sondern die, die potentiell immer weiter fortwirkt und 
sich auch in der Gegenwart realisieren kann. Bei der Zukunft handelt 
es sich hier nicht um die Zeit, die noch bevorsteht, sondern die man 
vorwegnehmen kann als gegenwartiges Erlebnis. Dariiber hinaus 
stehen die Raume in diesem Roman nicht einfach nebenein- 
ander, sondern sie liegen gleichsam aufeinander und konnen sogar 
ineinander wirken. Besonders zu beriicksichtigen ist, daI3 in Zeit und 
Raum der Lehrjahre  das Urspriingliche sich leicht realisieren laDt: Das 
Sich-Bilden heiBt fiir Wilhelm, dem じrspriinglichen zu begegnen und 
sich dieses als Kern Seines Selbst anzueignen. In dieser Hinsicht 
lassen sich im BildungsprozeB Wilhelms zwei Phasen unterscheiden. 
In der vorliegenden Arbeit wird der erste Abschnitt seiner Entwick- 
lung betrachtet.

Das wichtigste Moment der ersten Phase ist die Begegnung mit 
dem Urspriinglichen. Der Protagonist ist von Anfang an imstande 
gewesen, mit der Hilfe seiner bmbildungskraft das Ursprungliche in 
Ermnerung zu bringen. Die ,Erinnerung' bedeutet hier nicht das 
BewuBtmachen friiherer mndriicke, sondern eine Erinnerung im 
Sinne von ,Anamnesis', namlich das Wiedererkennen der urspriing-
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lichen Wahrheiten in der Seele. Wilhelm erinnert sich immer wieder 
an schone Frauengestalten,wie z.B. die Konigin im Bild Der kranke 
Kdnigssohn’ Chlorinde aus Tassos Epos Das befreite Jerusalem  sowie 
die griechische Gottin Athene und die Muse Melpomene. Sie sind 
jedoch keine Idealbilder, sondern Frauengestalten von dem Ursprung 
her, d.h. die androgyne ぃottin, der ,Hermaphrodit‘. ，Hermaphrodit‘ 
heiBt ein menschliches Sein mit Ureschlechtsmerkmalen beider 
t^eschlechter, d.h. ein Urbild des Menschen vor der Lreschlechterdil- 
ferenzierung. jJieses ist sowohl das Symbol der Vollkommenheit und 
Schonheit als auch der Ausdruck von Autonom ie, M acht und 
Ganzheit. Wilhelm strebt danach, das antizipierte Urspriingliche, den 
Hermaphroditen in der Wirklichkeit in seinen verscniedenen Ge- 
stalten zu erfassen und zu erleben: Mariane, Philine, Mignon und 
G raf in.

In diesem Zusammenhang ist die Erscheinung der Amazone von 
entscheidender Bedeutung. Es ist das Erlebnis der ,Epiphanie'. Indem 
die Amazone iiber den verletzten Helden den Mantel legt, erschlieBt 
sie ihm ihre wahre o^estalt. Hervorzuheben ist, daB die Amazone alle 
Bilder des Hermaphroditen in sich integriert. Daraus wird ersichtlich, 
daB sie die ,Gestalt aller Gestalten', namlich nichts anders als die 
Erscheinung des wahren Hermaphroditen ist. Die Amazone ant- 
wortet nun auch von aufien auf Wilhelms Urbild der Menschen.
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